
こたえ

(1) 111÷9＝12 あまり 3（たしかめ 9×12

＋3＝111）

(2) 315÷4＝78 あまり 3（たしかめ 4×78

＋3＝315）

(3) 448÷8＝56（たしかめ 8×56＝448）

(4) 531÷6＝88 あまり 3（たしかめ 6×88

＋3＝531）

(5) 667÷7＝95 あまり 2（たしかめ 7×95

＋2＝667）

(6) 808÷9＝89 あまり 7（たしかめ 9×89

＋7＝808）

みてあげる ところ

百の位の 数が わる数より 小さい とき

は、上 2けたで わって 十の位に 商を 書き

ます。

つぎの 1まい: 「商に0が立つわり算」 (s4-21)

つぎの
1まい
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しょうがく4ねんせい ・ さんすう ・ s4-20

百の位に商が立たない
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

÷
わりざん

百の位に
たつかな？


